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経済』第 74 巻、第 7 号、96-106）によれ
ば、21 世紀に入りアメリカの航空会社は景
気後退と同時多発テロによる旅客数の激減、
























数がガソリンエンジン車の 3 分の 1 から 10
分の１にまで減ると考えられる、設計思想
や生産技術も今までの「すり合わせ型」か
ら IT のような「モジュール型」になる可能
性がある。テスラの競争力の源となるコア
コンピタンス（中核技術）は冷却水をバッ
テリー全体にまわす制御技術であるが、テ
スラはそれ以外の技術はアウトソーシング
したり、他社と提携している。IT 企業の手
法で自動車産業に参入しているテスラは、
日本企業にとって今は提携相手であるが、
電気自動車は既存の知識･ノウハウが役に
立たない「能力破壊型イノベーション｣であ
るので警戒が必要である。 
